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表 彰 歴 平成29年 9月 12日 防災功労者担当大臣表彰

鞭 平成 17年に流山市 の東部地区に位置する 24自 治会が連携 し、同協

議会を設立。 自治会の枠を超えて地域の防災力向上のための活動を継続

して行つてお り、地域コミュニテンの維持 。活性化を図つている。

毎年行っている防災訓練は、地域住民 と中学校の生徒が一体 となって

参カロすることや、さらに地元の企業も加わ り大規模な合同防災副1練 を実

施し、中学生に対する防災教育や普及啓発活動を行 うとともに、地域 コ

ミュニティの維持・活性化を図る等により、地域の防災力を高め、災害

に強いまちづ くりを行つている。

小学校区別に避難所運営マニュアルを作成 し、年間 2回の定期的な運

営委員会を開催 していること。同協議会 と中学生が連携 し、合同で地区

防災マ ップを作成 している。

また、小学校区別に地域の特性等を検証 し、その特性等に応 じた 「東

部地区防災計画」を作成することで地域 コミュニティの維持・活性化に

大きく貢献 している。

地元の企業 と「災害に強いまちづ くり応援協定書」を結び、大規模災

害 (風水害、地震、竜巻災害等)が発生 した場合、応援を要請すること

が出来るものとし、企業は平時より人命救助の実践的訓練を行い、要請

又は自主的判断により防災活動を行 うものとしている。

鰺

の

ポイント

1)地域ヤ針財れ たヽ合同防災副1練は、幅広い世代が参加する地区の一人イベント

として定着しており、市外から多くの視察が来るなど他の自主防災組織の模範と

なつている。 (平成30年度は1, 795名力鯵効日し、 19の割|1練を執 )

2)地域の特性に応じた防災計画を作成のため、防災科学技術研究所と協力し、

甲間5回のワークショップを開催し、地域全体の理解を高め、地区防災計画を作

成した

3)中学生と地域の結びづきが強く、協議会と共同で防災マップ作り、避難所運

営割1陳、炊き出しなどを行うことで実践的な防災教育がなされている。
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平成17年7月 2日 流山市東部地区の地域諸課巴鏑 るために設立

現在に至る                 ,
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平成2鮮円月12日  「防災功労者担当大臣表彰

4`功績内容

平成17年から流山市東部地区の地域諸課題をお互いに論議・協議して解決の為に現

在の協議会を記

平成23年から流山市東部地区に位置する他団体 (¨ 議会、民生児童委員協:

議会、各小中学校長、PTA会長、各種病院、幼稚園 0.保育園、商業団体&商店会、第

16123消防分団)'等の連携が重要であると考え、同協議会の会議等べの参加を呼び

掛け開催している。

平成24年 9月 に「市総合防災訓練 ( Ⅷヽ ヽヽ学校國 」に、同協議会としての協力

と支援を魏   (地域住民等が約800名参加)   | :
平成25年■月に国 (自衛隊概司鮨柳υ ・県 (流山警察署)・ 市 (防     、 '
コミュニテイ課、社会福祉課、東消防署)が講師となり、地域の防災力向上についての

知識を深めるため「東部地区大規模災害時対応シンポジウム」を開イ亀 (同協議会役員



等約80名参加 )

平成 25年 9月 に、東部地区の地域諸団体約 500名 と東部中学校生と生徒 700名
が集まり、合同防災訓練を実施:(全体で約 1, 200名の参加)

同年 10月 、同協議会の構成自治会長と東部中学校生徒 (1年生)が協働で、東部地区

の「地区防災マップ」を作成するとともに、地域の防災力向上についての知識を深める

ため、東北大学の海野教授の講演 「3.11に学ぶ大地震のメカニズム」を聴乱

平成 26年度の功績内容

(1)「両小学校区別避難所運営委員会」を設置と開偽

定期的な運営委員会の開催は、年 2回 (上期 7月・下期 1月 )に定め、同協議会事務局

が運営を担当し、災害時の被害想定について、地域の特性等を踏まえた活発な意見交換

を行い、避難所運営マニュアルの見直しを行つた。

(2)交流会への参加と防災知識の習得

市と 0虫)防災科学技術研究所 (当時)が主催する「災害に強いまちづくり」交流会に

参加。 「実践プログラム」を習得することで、地域防災力の向上に努めた。

(3)合同防災訓練の実施

東部地区の地域諸団体や地域住民 (約 700名 )と東部中学校の生徒約 100名が合同

で、市及び消防署、消防団と一緒に中学校の校庭や体育館等を使用 して、合同防災訓練

を魏

平成 27年度の功績内容

(1)N/1ヽ学校区別避難所運営委員会を開イ亀

両校区で7月 、1月 と行つたょ上期は、諷′ヽヽ学校による災害時から復旧開校に至るまでプ

ログラムの紹介があり、下期は、自治会単位で作成した「自主防災行動マニュアノ4の
紹介と自治会単位での避難行動マニュアノ諧旬戎此

(2)合同防災訓練の実施

東部地区の地域諸団体や地域住民と東部中学校の生徒が合同で、中学校の校庭や体育館

等を使用 して、市及び消防署、消防団と一緒に合同防災訓練を執

新潟県燕市から合同防災訓練の視察団 (市職員、学校職員、自治会役員等)力 訪`

れ、訓練後に同協議会と防災に関する意見交換を行つた。

(3)東部地区防災計画のためのワークショップを開催     ~
災害対策基本法の改正に伴い、流山市地域防災計画を基に「東部地区防災計画」を策定

するため、 α虫)防災科学技術研究所 (当時)のアドバイスを得ながら、年間 5回のワ

ークショップを行い、 5回目のワークショップでは、計画内容の発表説明会を行つた。

(4)「流山市東部地区防災計画 (鰤 」の策定

東小学校区と向小金小学校区に細分化して作成し、全体を東部地区防災計画と編成して

いる。平成 28年 5月 の総会で承認。

平成 28年度の功績内容

(1)両小学校区別避難所運営委員会を開イ亀

両校区で、上下期 2回開催した。上期は主に貶8各小        について、下

期についてはマニュアルの見直し等について検討を行つた。検討を受けて各小学校のマ

ニュアルについて一部訂正を行つた。



(2)地域ぐるみ支え合い活動推進会議の開催

災害時における避難行動要支援者や要配慮者への支え合い活動等についての基調講

話を流山市に依頼し、自治会、福祉関係各組織団体、市議等が一体となって具体的活動

についての論議検討を行つた。 24自 治会で行政の要配慮渚等名簿の保管受諾について

18自治会が受諾することとなった。

(3)合同防災訓練の実施

東部地区の地域諸団体や地域住民、地元企業と東部中学校の生徒が合同で、中学校の校

庭や体育館等を使用して、市及び消防署、消防団と一緒に合同防災訓練を実施。新たな

コンテンツとして、①地元企業が廃材・瓦礫を所有する重機で搬入し、消防署員がダミ

ーを使つて参力日した地域住民に人命救助の実戦的副1練を指導した。②従来のロープワー

クをアレンジし、結び目の習得と災害時の物干し台に活用するロープ応用編を中学生に

教えた。③自衛隊から、2011.3.11震 災、常総の水害災害、熊本の震災の3本立

てVTRを教室で上映を行つた。

(4)地元企業との「災害に強いまちづくり応援協定書」の締結

地元に本社を置く解体業者と「共助」の精神に基づき、協力して災害による被害の防

止及び軽減を図ることを目的とする「災害に強いまちづくり応援協定書」を締結した。

～「防災担当大臣表彰」受賞後における顕著な功績ん

(1)平成29年度合同防災訓練の実施

流山市立東部中学校で開イ色 中学生、自治会、地元企業等合わせて1224名が参

力鴎 避難所運営については中学生と自治会が合同で、避難受付、簡易ベッド、簡易間仕

切り、簡易 トイレの作成などを行い、快適な避難所生活について考えるきつ力ヽ すとなっ

た。

(2)平成30年度合同防災訓練の実施

流山市立東小学校で開イ亀 ガヽ学生、中学生、自治会、地元企業等合わせて1795名
力み功叱 過去最高の参加者を記愕も訊1練内容は降雨体験や児童引き渡し訓練など新たな

項目を含め、 19項目に及ん亀

(3)両小学校区別避難所運営委員会を開イ亀  (それぞれ年 2回 )

行われた防災訓練などから避難所運営マニュアルについて、検証を行つた。5/1ヽ学校

で年 2回、現状に即したマニュアルに変更を行つた。


